
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の衛星の各々より送信される複数種類の偏波信号を受

　
　 複数の偏波信号を複数の中間周波数信号にそれぞれ変換する変換部と、
　

する増幅スイッチと、
　 出力ポートを介して

デジタルシリアルデータ に基づき 前記選択信
号を 出力す 御部とを含む、ローノイズブロックダウンコ
ンバータ。
【請求項２】
　前記変換部は、
　前記複数の衛星の各々に対応して設けられ、 前記複数種類の
偏波信号を 受け、 低雑音増幅する複数の低雑音増幅器
と、
　 前記複数の低雑音増幅器に れ、

低雑音増幅され 波信号よりイメージ信号を除去する複数のフィルタと、
　ローカルオシレータ信号を発生する局部発振器と、
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信するローノイズブロックダ
ウンコンバータであって、

それぞれが衛星放送受信機に接続される複数の出力ポートと、
受信した
各出力ポート毎に、選択信号に従って前記複数の中間周波数信号のうちのいずれかの中

間周波数信号を選択および増幅してその出力ポートに出力
各出力ポートに対応して設けられ、対応の 対応の衛星放送受信機か

ら与えられた複数ビットの を含む外部信号 、
生成して前記増幅スイッチに る制

対応の衛星より送信される
それぞれ 各々が、受けた偏波信号を

それぞれ 対応して設けら 各々が、対応の低雑音増幅器に
よって た偏



　 前記複数の衛 対応して設けられ、 前記局部発振器に接続され、前
記ローカルオシレータ信号 幅する複数のバッファ増幅器と、
　 前記複数の に対応して設けられ、 対応 フィルタおよびバッ
ファ増幅器に接続され、 イメージ信号が除去され 波信号に

ローカルオシレータ信号 合し、中間周波数信
号を出力する複数の混合部とを含む、請求項１に記載のローノイズブロックダウンコンバ
ータ。
【請求項３】
　前記フィルタは、トラップである、請求項２に記載のローノイズブロックダウンコンバ
ータ。
【請求項４】
　前記フィルタは、バンドパスフィルタである、請求項２に記載のローノイズブロックダ
ウンコンバータ。
【請求項５】
　前記フィルタは、ハイパスフィルタである、請求項２に記載のローノイズブロックダウ
ンコンバータ。
【請求項６】
　前記増幅スイッチは、
　前記変換部に接続され、前記複数の中間周波数信号を増幅する増幅部と、
　前記増幅部に接続され、

増幅され 数の中間周波数信号
するスイッチとを含む、請求項１～５のいずれかに記載のローノイズブロ

ックダウンコンバータ。
【請求項７】
　前記増幅スイッチは、
　前記変換部に接続され、 前記複数の中間周波
数信号 するスイッチと、
　前記スイッチに接続され、前記スイッチの

する増幅部とを含む、請求項１～５のいずれかに記載のローノイズブロックダウンコン
バータ。
【請求項８】
　前記増幅部は、 前記スイッチ 数の出力 、

する複数の増幅器を含み、
　 の出力ポートを介して

から電力を受け の増幅器 給する複数の定電圧レギュレータ
をさらに含む、請求項７に記載のローノイズブロックダウンコンバータ。
【請求項９】
　前記スイッチは、
　 前記複数の衛星に対応し けられ、各々 、 前記選択信
号に従

数の第１のスイッチ回路と、
　

複数の第２
のスイッチ回路とを含む、請求項６～８のいずれかに記載のローノイズブロックダウンコ
ンバータ。
【請求項１０】
　前記スイッチは、複数の複数入力複数出力のスイッチからなる、請求項６～９のいずれ
かに記載のローノイズブロックダウンコンバータ。
【請求項１１】
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それぞれ 星に 各々が、
を増

それぞれ フィルタ 各々が、 の
対応のフィルタによって た偏 対

応のバッファ増幅器によって増幅された を混

各出力ポート毎に、前記選択信号に従って、前記増幅部によっ
て た複 のうちのいずれかの中間周波数信号を選択してその出
力ポートに出力

各出力ポート毎に、前記選択信号に従って
のうちのいずれかの中間周波数信号を選択して出力

各出力信号を増幅して対応の出力ポートに出
力

それぞれ の複 信号を受け 各々が、受けた信号を
増幅して対応の出力ポートに出力

それぞれ前記複数の増幅器に対応して設けられ、各々が、対応 対
応の衛星放送受信機 て対応 に供

それぞれ て設 が 各出力ポート毎に、
って、対応の衛星に対応する複数の中間周波数信号のうちのいずれかの中間周波数

信号を選択する複
それぞれ前記複数の出力ポートに対応して設けられ、各々が、前記選択信号に従って前

記複数の衛星のうちのいずれかの衛星を選択し、選択した衛星に対応する第１のスイッチ
回路によって対応の出力ポートに対して選択された中間周波数信号を選択する



　前記

　
を含む、請求項１～１０のいずれかに記載

のローノイズブロックダウンコンバータ。
【請求項１２】
　前記複数の出力ポートに接続され、制御信号に従い、いずれかの出力ポートを選択し

に接続させるパワースイッチと、
　 記パワースイッチ 力される前記直流 定電圧に
変換し 前記 に供給する定電圧電源回 、
　前記 に基づき 前記制御信号を 出力する制御信
号出力部とを 含む、請求項１１に記載のローノイズブロックダウンコンバータ。
【請求項１３】
　 記複数の出力ポート

予め定められた優先順
　

る、請求項１２に記載のローノイズブロックダウンコンバータ
。
【請求項１４】
　前記 は、前記出力ポートの数をｎとした場合に、｛ｎ（ｎ－１）／２｝
個のコンパレータを含む、請求 ３に記載のローノイズブロックダウンコンバータ。
【請求項１５】
　前記デジタルシリアル は、２種類の電圧値を有す 請求項１～１４
のいずれかに記載のローノイズブロックダウンコンバータ。
【請求項１６】
　

される衛星放送受信機であって、
　前記 力ポート 入力された中間周波数信号より映像信号および音声信号を取出
し出力する中間周波数信号変換部と、
　 を選択するための選択信
号を入力する入力部と、
　前記入力部に接続され、前記選択信号に基づいて、

選択 るための
デジタルシリアルデータを 前記 力ポート

に供給するデジタルシリアルデータ供給部とを含む、
衛星放送受信機。
【請求項１７】
　前記中間周波数信号変換部は、
　前記中間周波数信号より映像信号および音声信号を取出し出力する映像・音声信号抽出
部と、
　前記中間周波数信号より衛星の受信状態をあらわす受信信号情報を出力する受信信号情
報出力部とを含み、
　前記衛星放送受信機は、前記入力部および前記受信信号情報出力部に接続され、前記選
択信号および前記受信信号情報を 出力するステータス信号出力部を
さらに含む、請求項１６に記載の衛星放送受信機。
【請求項１８】
　請求項１～１５のいずれか１項に記載のローノイズブロックダウンコンバータと、
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複数ビットのデジタルシリアルデータは、前記複数の衛星のうちのいずれかの衛星
を選択する情報を有し、

前記外部信号は、さらに、前記複数種類の偏波信号のうちのいずれかの種類の偏波信号
を選択する情報を有する電圧値を持つ直流信号

て
電源ノード

前 および前記電源ノードを介して入 信号を
て ローノイズブロックダウンコンバータ 路と
外部信号 、 生成して前記パワースイッチに

さらに

前 は、前記ローノイズブロックダウンコンバータに電力供給を行な
う 序を有し、

前記制御信号出力部は、前記優先順序に従って、前記衛星放送受信機が接続された１ま
たは２以上の出力ポートのうちのいずれかの出力ポートが前記電源ノードに接続されるよ
うに前記制御信号を生成す

制御信号出力部
項１

データの各ビット る、

複数の衛星の各々から送信される複数種類の偏波信号を受信し、受信した複数の偏波信
号をそれぞれ複数の中間周波数信号に変換し、前記複数の中間周波数信号のうちの選択さ
れた中間周波数信号を出力ポートに出力するローノイズブロックダウンコンバータの前記
出力ポートに接続

出 を介して

前記複数の中間周波数信号のうちのいずれかの中間周波数信号

前記複数の中間周波数信号のうちの
いずれかの中間周波数信号を前記ローノイズダウンコンバータに させ 複数ビ
ットの 含む外部信号を生成して 出 を介して前記ロ
ーノイズブロックダウンコンバータ

含むステータス信号を



　前記ローノイズブロックダウンコンバータに接続されて使用される衛星放送受信機とを
含む、衛星放送受信システム。
【請求項１９】
　前記衛星放送受信機は、請求項１６または１７に記載の衛星放送受信機を含む、請求項
１８に記載の衛星放送受信システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、衛星放送受信システムに関し、特に、複数の衛星から受信した複数の衛星放送
信号を複数の衛星放送受信機でそれぞれ別個に受信可能な衛星放送受信システムに関する
。
【０００２】
【従来の技術】
図８を参照して、現在、日本上空の東経１２８°および１２４°には、ＪＣＳＡＴ３およ
びＪＣＳＡＴ４という通信衛星（ＣＳ）が打ち上げられている。それぞれの衛星より送信
される衛星放送信号は、水平偏波および垂直偏波の２種類の信号よりなる。２つの衛星よ
り送信される衛星放送信号を受信可能な衛星放送受信用アンテナは、２つの衛星より送信
される衛星放送信号を反射する反射板６と、反射板６で反射された衛星放送信号を低雑音
増幅すると同時に、低い周波数帯に周波数変換するＬＮＢ（ Low Noise Block Down Conve
rter）５８とを含む。ＬＮＢ５８には、テレビジョン受像機６０などの衛星放送信号の受
信機が接続されている。
【０００３】
図９を参照して、従来のＬＮＢ５８は、ＪＣＳＡＴ３より送信される水平偏波信号および
垂直偏波信号、ならびにＪＣＳＡＴ４より送信される水平偏波信号および垂直偏波信号を
受け、後述する電源回路６８の出力に従い、いずれかの信号を低雑音増幅するＬＮＡ（ Lo
w Noise Amplifier）６２と、ＬＮＡ６２に接続され、ＬＮＡ６２の出力を入力として受
けるＢＰＦ（ Band Pass Filter）６４と、１１．２ＧＨｚのローカルオシレータ信号を発
生する局部発振器２６と、ＢＰＦ６４および局部発振器２６に接続され、ＢＰＦ６４より
出力される信号にローカルオシレータ信号を混合し、ＩＦ（ Intermediate Frequency）信
号を出力するミキサー３０Ａと、ミキサー３０Ａの出力に接続され、ＩＦ信号を増幅する
ＩＦ増幅器６６と、ＩＦ増幅器６６の出力に接続された低周波ノイズカットのためのキャ
パシタ３５Ａとを含む。キャパシタ３５Ａには、ＩＦ信号の出力端子が接続されており、
ＩＦ信号出力端子の先には、上述の受信機が接続されている。
【０００４】
ＬＮＢ５８はさらに、ＩＦ信号出力端子に接続され、ＩＦ信号出力端子より直流ＤＣおよ
び直流ＤＣに重畳された数十ＫＨｚの交流の低周波パルス信号ＡＣを受け、直流ＤＣの電
圧値および低周波パルス信号ＡＣの有無に従い、ＬＮＡ６２を構成する半導体増幅素子に
所望の電力を供給する電源回路６８を含む。電源回路６８は、ＬＮＡ６２以外のＬＮＢ５
８を構成する各部にも電力を供給する。
【０００５】
ＬＮＡ６２は、ＪＣＳＡＴ３より送信される水平偏波信号および垂直偏波信号をそれぞれ
入力として受ける半導体増幅素子６３Ａおよび６３Ｂと、ＪＣＳＡＴ４より送信される水
平偏波信号および垂直偏波信号をそれぞれ入力として受ける半導体増幅素子６３Ｃおよび
６３Ｄと、半導体増幅素子６３Ａ～６３Ｄの出力に接続された半導体増幅素子６３Ｅとを
含む。
【０００６】
ＩＦ信号出力端子より供給される直流ＤＣの電圧値には１８Ｖおよび１３Ｖの２種類があ
り、直流ＤＣの電圧値が１８Ｖのときに水平偏波信号が選択され、直流ＤＣの電圧値が１
３Ｖのときに垂直偏波信号が選択される。また、直流ＤＣに低周波パルス信号ＡＣが重畳
されている場合にはＪＣＳＡＴ３が選択され、直流ＤＣに低周波パルス信号ＡＣが重畳さ
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れていない場合にはＪＣＳＡＴ４が選択される。
【０００７】
たとえば、ＩＦ信号出力端子に接続された受信機より、低周波パルス信号ＡＣが重畳され
た１３Ｖの直流ＤＣが、電源回路６８に供給された場合には、受信機はＪＣＳＡＴ３より
送信される垂直偏波信号の選択を行なっている。このため、電源回路６８は、ＬＮＡ６２
を構成する半導体増幅素子６３Ｂおよび６３Ｅに電力を供給し、半導体増幅素子６３Ａ、
６３Ｃおよび６３Ｄへの電力の供給は行なわない。これにより、ＪＣＳＡＴ３より送信さ
れる垂直偏波信号が半導体増幅素子６３Ｂおよび６３Ｅで低雑音増幅される。低雑音増幅
された信号は、ＢＰＦ６４に入力され、イメージ信号が除去される。ミキサー３０Ａは、
ＢＰＦ６４より出力された信号に、局部発振器２６で発生したローカルオシレータ信号を
混合し、ＩＦ信号を出力する。ＩＦ増幅器６６はＩＦ信号を増幅する。増幅されたＩＦ信
号は、キャパシタ３５Ａで低周波ノイズカットが行なわれた後、ＩＦ信号出力端子より出
力される。
【０００８】
以上のようにして、２つの衛星のいずれかが選択され、さらに選択された衛星より送信さ
れる２種類の偏波信号のうちいずれかが選択される。選択された偏波信号は、低雑音増幅
および周波数変換された後、ＩＦ信号出力端子より出力される。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上述のＬＮＢ５８には、ＩＦ信号出力端子が１つしかなく、ＬＮＢ５８より出力
される信号は、１つの衛星より送信される１つの偏波信号に限られる。このため、１つの
ＬＮＢ５８には、１台の受信機しか接続することができず、複数台のテレビジョン受像機
またはビデオレコーダなどを接続することができない。
【００１０】
また、低周波パルス信号ＡＣの有無で衛星の選択を行なっている。このため、１つのＬＮ
Ｂ５８は、２つの衛星からの放送衛星信号しか受信することができず、３つ以上の衛星か
らの放送衛星信号を受信することは困難である。
【００１１】
さらに、衛星の選択は低周波パルス信号ＡＣの有無により行われているが、デジタルシリ
アルデータにより衛星の選択を行なうことができれば、受信機側にパーソナルコンピュー
タなどのデジタルデータを処理可能な機器を設けることにより、どの衛星のどの種類の偏
波信号を選択したなどの情報の加工が可能となり好適である。
【００１２】
本発明は上述の課題を解決するためになされたもので、本発明の目的は、複数台の受信機
を接続することができる衛星放送受信システムを提供することである。
【００１３】
本発明の他の目的は、３つ以上の衛星からの放送衛星信号を受信することが可能な衛星放
送受信システムを提供することである。
【００１４】
本発明のさらに他の目的は、衛星および偏波信号の選択に関する情報を加工することがで
きる衛星放送受信システムを提供することである。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
　本発 係るローノイズブロックダウンコンバータは、複数の衛星の各々より送信され
る複数種類の偏波信号を受

複数の偏波信号を複数の
中間周波数信号にそれぞれ変換する変換部と、

する増幅スイッチと、 出力ポートを介
して デジタルシリアルデータ
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明に
信するローノイズブロックダウンコンバータであって、それぞ

れが衛星放送受信機に接続される複数の出力ポートと、受信した
各出力ポート毎に、選択信号に従って複数

の中間周波数信号のうちのいずれかの中間周波数信号を選択および増幅してその出力ポー
トに出力 各出力ポートに対応して設けられ、対応の

対応の衛星放送受信機から与えられた複数ビットの を含む外



に基づき 選択信号を 出力す 御部とを含む。
【００１６】
　 複数の衛星 か 信された複数
種類の偏波信号 は、中間周波数信号に変換された後、増幅スイッチに入力される。

御部は、 の出力ポートを介して から デジタルシ
リアルデータ を受け、増幅スイッチに選択信号を与える。増幅スイッチは
、各出力 、選択信号に応じ を行なう。この
ため、１つのローノイズブロックダウンコンバータから 複数の

信号が出力される。複数の 信号は 複数の出力ポートを介して外部
よりそれぞれ独立に選択可能である。したがって、１つのローノイズブロックダウンコン
バータに複数の衛星放送受信機を接続することができ、しかも、複数の衛星放送受信機は
独立に 信号の選択が可能である。また、軌道位置の異なる衛星 に別個のロー
ノイズブロックダウンコンバータを設置する必要もない。

【００１７】
　好ましくは、変換部は、複数の衛星の各々に対応して設けられ、

複数種類の偏波信号を 受け、 低雑音増幅する複数
の低雑音増幅器と、 複数の低雑音増幅器に れ、

低雑音増幅され 波信号よりイメージ信号を除去する複数のフィル
タと、ローカルオシレータ信号を発生する局部発振器と、 複数の衛 対応して
設けられ、 局部発振器に接続され、ローカルオシレータ信号 幅する複数のバ
ッファ増幅器と、 複数の に対応して設けられ、 対応 フィルタ
およびバッファ増幅器に接続され、 イメージ信号が除去され
波信号に ローカルオシレータ信号 合し、中
間周波数信号を出力する複数の混合部とを含む。
【００１８】
衛星ごとに、局部発振器とミキサーとの間にバッファ増幅器を接続している。このため、
ある衛星のＲＦ（ Radio Frequency）信号が他の衛星のＲＦ信号に漏洩することを抑制す
ることができ、異なる衛星間でのＲＦ信号のアイソレーションを良好なものにすることが
できる。
【００１９】
さらに好ましくは、フィルタは、トラップである。
さらに好ましくは、フィルタは、バンドパスフィルタである。
【００２０】
　さらに好ましくは、フィルタは、ハイパスフィルタである。
　さらに好ましくは、増幅スイッチは、変換部に接続され、複数の中間周波数信号を増幅
する増幅部と、増幅部に接続され、

増幅された複数の中間周波数信号
するスイッチとを含む。

【００２１】
　さらに好ましくは、増幅スイッチは、変換部に接続され、

複数の中間周波数信号 するス
イッチと、スイッチに接続され、スイッチの

する増幅部とを含む。
【００２２】
スイッチで中間周波数信号が選択された後に、選択された信号が増幅される。このため、
スイッチの前段で中間周波数信号を増幅する場合に比べ、増幅部を構成する部品の点数を
削減することができる。
【００２３】
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部信号 、 生成して増幅スイッチに る制

このローノイズブロックダウンコンバータでは、 の各々 ら送
の各々

制 対応 対応の衛星放送受信機 複数ビットの
を含む外部信号

ポート毎に た中間周波数信号の選択および増幅
複数の出力ポートを介して

中間周波数 中間周波数 、

中間周波数 毎
また、複数ビットのデジタルシ

リアルデータを含む外部信号に基づいて選択信号を生成するので、３つ以上の衛星から偏
波信号を受信することができる。

対応の衛星より送信さ
れる それぞれ 各々が、受けた偏波信号を

それぞれ 対応して設けら 各々が、対応の低
雑音増幅器によって た偏

それぞれ 星に
各々が、 を増

それぞれ フィルタ 各々が、 の
対応のフィルタによって た偏

対応のバッファ増幅器によって増幅された を混

各出力ポート毎に、選択信号に従って、増幅部によっ
て のうちのいずれかの中間周波数信号を選択してその出
力ポートに出力

各出力ポート毎に、選択信号
に従って のうちのいずれかの中間周波数信号を選択して出力

各出力信号を増幅して対応の出力ポートに出
力



　さらに好ましくは、増幅部は、 スイッチ 数の出力 、
する複数の増幅器を含み、

の出力ポートを介して から
電力を受け の増幅器 給する複数の定電圧レギュレータをさらに含む。
【００２４】
増幅器ごとに定電圧レギュレータが設けられている。出力ポートより電力が供給されない
場合には、その出力ポートの先にある増幅器には、電力が供給されない。このため、ロー
ノイズブロックダウンコンバータの消費電力を削減することができる。
【００２５】
　さらに好ましくは、スイッチは、 複数の衛星に対応し けられ、各々 、

選択信号に従
数の第１のスイッチ回路と、

複数の第２のスイッチ回路とを含む。
【００２６】
さらに好ましくは、スイッチは、複数の複数入力複数出力のスイッチからなる。
【００２７】
　さらに好ましくは、

を含む。
【００２８】
　 電圧値を 直流 に基づいて偏波信号を選
択することが可能である。このため、従来 衛星放送受信機との互換性を保つことができ
る。
【００２９】
　さらに好ましくは 数の出力ポートに接続され、制御信号に従い、いずれかの出力ポ
ートを選択し に接続させるパワースイッチと、パワースイッチ

力される直流 定電圧に変換し
に供給する定電圧電源回 、 に基づき 制御信号を
出力する制御信号出力部とを 含む。

【００３０】
　 制御信号出力部は、デジタルシリアルデータおよび直流 の電圧値に基づ
いて制御信号を出力する。パワースイッチは、制御信号に従って、複数の出力ポートのい
ずれかを選択する。選択された出力ポートを介して衛星放送受信機よりデジタルシリアル
データおよび直流 が定電圧電源回路に供給され、それ以外の出力ポートからは供給さ
れない。このため、選択された衛星放送受信機の電圧に変化が生じた場合であっても、そ
の電圧の変化が他の衛星放送受信機から送信されるデジタルシリアルデータなどに影響を
及ぼすことがない。よって、他の衛星放送受信機が接続された出力ポートで電圧降下を生
じることがなく、電圧降下による架空のデジタルシリアルデータが生じることもない。よ
って、ローノイズブロックダウンコンバータが誤動作することなく、安定に動作させるこ
とができる。
【００３１】
　さらに好ましくは、複数の出力ポート

予め定められた優先順

る。
【００３２】
　さらに好ましくは、 は、出力ポートの数をｎとした場合に、｛ｎ（ｎ－
１）／２｝個のコンパレータを含む。
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それぞれ の複 信号を受け 各々が、受
けた信号を増幅して対応の出力ポートに出力 それぞれ複数の増
幅器に対応して設けられ、各々が、対応 対応の衛星放送受信機

て対応 に供

それぞれ て設 が 各
出力ポート毎に、 って、対応の衛星に対応する複数の中間周波数信号のうち
のいずれかの中間周波数信号を選択する複 それぞれ複数の出
力ポートに対応して設けられ、各々が、選択信号に従って複数の衛星のうちのいずれかの
衛星を選択し、選択した衛星に対応する第１のスイッチ回路によって対応の出力ポートに
対して選択された中間周波数信号を選択する

複数ビットのデジタルシリアルデータは、複数の衛星のうちのいず
れかの衛星を選択する情報を有し、外部信号は、さらに、複数種類の偏波信号のうちのい
ずれかの種類の偏波信号を選択する情報を有する電圧値を持つ直流信号

この場合、偏波信号の選択情報を有する 持つ 信号
の

、複
て電源ノード および電源ノ

ードを介して入 信号を てローノイズブロックダウンコンバー
タ 路と 外部信号 、 生成してパワースイッチ
に さらに

この場合、 信号

信号

は、ローノイズブロックダウンコンバータに電力
供給を行なう 序を有し、制御信号出力部は、優先順序に従って、衛
星放送受信機が接続された１または２以上の出力ポートのうちのいずれかの出力ポートが
電源ノードに接続されるように制御信号を生成す

制御信号出力部



【００３３】
　さらに好ましくは、デジタルシリアル は、２種類の電圧値を有す
【００３４】
　 本発明 衛星放送受信機は、

される衛星放送受信機であって、 力ポ
ート 入力された中間周波数信号より映像信号および音声信号を取出し出力する中
間周波数信号変換部と、 を選択
するための選択信号を入力する入力部と、入力部に接続され、選択信号に基づいて、

選
択 るための デジタルシリアルデータを 力ポー
ト に供給するデジタルシリアルデータ供給
部とを含む。
【００３５】
　 デジタルシリアルデータ によっ
て衛星 の選択が行なわれる。衛星の選択に用いられるデジタルシリアルデータ
のビット数を２ビット以上にすることにより、３つ以上の衛星からの放送衛星信号をも受
信することが可能となる。
【００３６】
　好ましくは、中間周波数信号変換部は、中間周波数信号より映像信号および音声信号を
取出し出力する映像・音声信号抽出部と、中間周波数信号より衛星の受信状態をあらわす
受信信号情報を出力する受信信号情報出力部とを含み、衛星放送受信機は、入力部および
受信信号情報出力部に接続され、選択信号および受信信号情報を 出
力するステータス信号出力部をさらに含む。
【００３７】
　 ステータス信号出力部は、選択信号および受信信号情報を

出力する。このため、パーソナルコンピュータを衛星放送受信機に接続することによ
り、または、衛星放送受信機をパーソナルコンピュータに内蔵することにより、衛星の選
択や、受信状態などをコンピュータプログラムに従って管理することができる。よって、
視聴者がどの番組をどれだけの時間見たかという実績情報などを取得することができる。
また、視聴者が番組を見ていないときに、衛星からコンピュータプログラムのダウンロー
ドをすることができる。このため、パーソナルコンピュータのシステムのメンテナンスや
サービスのグレードアップなどを行なうことができる。
【００３８】
　 本発明 衛星放送受信システムは、 ローノイズブロックダウ
ンコンバータと、ローノイズブロックダウンコンバータに接続されて使用される衛星放送
受信機とを含む。
【００３９】
　 複数の衛星 か 信された複数種類の偏波信号

は、中間周波数信号に変換された後、増幅スイッチに入力される。 御部は、
の出力ポートを介して から デジタルシリアルデータ

を受け、増幅スイッチに選択信号を与える。増幅スイッチは、各出力
、選択信号に応じ を行なう。このため、１つのロ

ーノイズブロックダウンコンバータから 複数の 信号
が出力される。複数の 信号は 複数の出力ポートを介して外部よりそれぞれ独
立に選択可能である。したがって、１つのローノイズブロックダウンコンバータに複数の
衛星放送受信機を接続することができ、しかも、複数の衛星放送受信機は独立に

信号の選択が可能である。また、軌道位置の異なる衛星 に別個のローノイズブロック
ダウンコンバータを設置する必要もない。
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データの各ビット る。

また、 に係る 複数の衛星の各々から送信される複数種類の偏
波信号を受信し、受信した複数の偏波信号をそれぞれ複数の中間周波数信号に変換し、複
数の中間周波数信号のうちの選択された中間周波数信号を出力ポートに出力するローノイ
ズブロックダウンコンバータの出力ポートに接続 出

を介して
複数の中間周波数信号のうちのいずれかの中間周波数信号

複数
の中間周波数信号のうちのいずれかの中間周波数信号をローノイズダウンコンバータに

させ 複数ビットの 含む外部信号を生成して出
を介してローノイズブロックダウンコンバータ

この衛星放送受信機では、複数ビットの を含む外部信号
や偏波信号

含むステータス信号を

この場合、 含むステータス信
号を

また、 に係る 上記発明に係る

この衛星放送受信システムでは、 の各々 ら送
の各々 制 対応

対応の衛星放送受信機 複数ビットの を
含む外部信号 ポート
毎に た中間周波数信号の選択および増幅

複数の出力ポートを介して 中間周波数
中間周波数 、

中間周波
数 毎



【００４０】
　好ましくは、 衛星放送受信機は、 衛星放送
受信機を含む。
【００４１】
　 デジタルシリアルデータ によって衛星

の選択が行なわれる。衛星の選択に用いられるデジタルシリアルデータのビット数を２
ビット以上にすることにより、３つ以上の衛星からの放送衛星信号をも受信することが可
能となる。
【００４２】
【発明の実施の形態】
［実施の形態１］
現在、米国上空の西経１０１°、１１０°および１１９°には、デジタル放送衛星（ＤＢ
Ｓ）が打ち上げられている。米国のＤＢＳ放送のサービスプロバイダの１つであるエコス
ター（ EchoStar；米国エコスターコミュニケーションズコーポレーションの登録商標）は
、このうち西経１１０°および１１９°の衛星に関する放送権利を取得して、衛星放送を
行なっている。
【００４３】
図１および図２を参照して、実施の形態１に係る２つの衛星より送信される衛星放送信号
を受信可能な衛星放送受信用アンテナは、２つの衛星より送信される衛星放送信号を反射
する反射板６と、反射板６で反射された衛星放送信号を低雑音増幅すると同時に、低い周
波数帯に周波数変換するＬＮＢ８とを含む。ＬＮＢ８には、テレビジョン受像機１０およ
び１２などの衛星放送信号の受信機が２台接続されている。
【００４４】
図３を参照して、ＬＮＢ８は、西経１１９°に位置する衛星（以下「１１９°衛星」とい
う）より送信される左旋偏波信号および右旋偏波信号受け、それぞれの偏波信号を低雑音
増幅するＬＮＡ２２Ａと、西経１１０°に位置する衛星（以下「１１０°衛星」という）
より送信される左旋偏波信号および右旋偏波信号受け、それぞれの偏波信号を低雑音増幅
するＬＮＡ２２Ｂと、ＬＮＡ２２Ａに接続され、低雑音増幅された左旋偏波信号および右
旋偏波信号よりそれぞれイメージ信号を除去するＢＰＦ２８Ａおよび２８Ｂと、ＬＮＡ２
２Ｂに接続され、低雑音増幅された左旋偏波信号および右旋偏波信号よりそれぞれイメー
ジ信号を除去するＢＰＦ２８Ｃおよび２８Ｄと、１１．２５ＧＨｚの正弦波信号（ローカ
ルオシレータ信号）を発生する局部発振器２６と、局部発振器２６に接続されたバッファ
増幅器４４Ａおよび４４Ｂとを含む。
【００４５】
ＬＮＢ８はさらに、ＢＰＦ２８Ａおよびバッファ増幅器４４Ａに接続され、ＢＰＦ２８Ａ
の出力にバッファ増幅器４４Ａの出力を混合し、ＩＦ信号を出力するミキサー３０Ａと、
ＢＰＦ２８Ｂおよびバッファ増幅器４４Ａに接続され、ＢＰＦ２８Ｂの出力にバッファ増
幅器４４Ａの出力を混合し、ＩＦ信号を出力するミキサー３０Ｂと、ＢＰＦ２８Ｃおよび
バッファ増幅器４４Ｂに接続され、ＢＰＦ２８Ｃの出力にバッファ増幅器４４Ｂの出力を
混合し、ＩＦ信号を出力するミキサー３０Ｃと、ＢＰＦ２８Ｄおよびバッファ増幅器４４
Ｂに接続され、ＢＰＦ２８Ｄの出力にバッファ増幅器４４Ｂの出力を混合し、ＩＦ信号を
出力するミキサー３０Ｄとを含む。
【００４６】
ＬＮＢ８はさらに、ミキサー３０Ａ～３０Ｄに接続され、後述する制御マイクロコンピュ
ータ（以下「制御マイコン」という）３８Ａおよび電圧比較器３６Ａの出力に従い、ミキ
サー３０Ａ～３０Ｄより出力されるＩＦ信号を選択し、２つの出力ポートから出力する４
×２ＩＦスイッチＩＣ（ Integrated Circuit）３２Ａと、４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａ
の２つの出力ポートにそれぞれ接続されたＩＦ増幅器３４Ａおよび３４Ｂと、ＩＦ増幅器
３４Ａおよび３４Ｂの出力にそれぞれ接続された低周波ノイズカットのためのキャパシタ
３５Ａおよびキャパシタ３５Ｂとを含む。
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この場合、複数ビットの を含む外部信号 や偏波信
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【００４７】
キャパシタ３５Ａおよび３５Ｂには、それぞれＩＦ信号の出力ポートＡおよびＢが接続さ
れており、出力ポートＡおよびＢの先には、受信機がそれぞれ接続されている。受信機に
ついては後述する。
【００４８】
４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａの２つの出力ポートより出力されるＩＦ信号は、同じ種類
のＩＦ信号であってもよいし、異なる種類のＩＦ信号であってもよい。
【００４９】
出力ポートＡおよびＢに接続された受信機からは、８ビットのデジタルシリアルデータが
ＬＮＢ８にそれぞれ供給され、デジタルシリアルデータが供給された後に、直流ＤＣが供
給される。デジタルシリアルデータは、８ビットからなる。１ビット目は、デジタルシリ
アルデータの始まりを示すスタートビットである。２ビット目から４ビット目は、８ビッ
トのデータの誤り検出／訂正符号である。５ビット目から８ビット目は、スイッチビット
と呼ばれる衛星を選択するためのコードである。このシリアルデータの１ビットは、８ｍ
ｓｅｃの長さの電圧値で示され、電圧値が１３Ｖのときに０を表わし、電圧値が１８Ｖの
ときに１を表わす。直流ＤＣの電圧値は、１３Ｖおよび１８Ｖの２種類があり、１３Ｖの
ときに右旋偏波信号が選択され、１８Ｖのときに左旋偏波信号が選択される。
【００５０】
ＬＮＢ８はさらに、出力ポートＡおよびＢに接続され、それぞれの出力ポートに接続され
た受信機よりデジタルシリアルデータを受け、デジタルシリアルデータのスイッチビット
に従い、衛星の選択信号を４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａに与える制御マイコン３８Ａと
、出力ポートＡおよびＢに接続され、それぞれの出力ポートより直流ＤＣを受け、所定の
しきい値と比較することにより、偏波信号の選択信号を４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａに
与える電圧比較器３６Ａと、出力ポートＡおよびＢに接続され、電圧値のレギュレーショ
ンを行ない、ＩＦ増幅器３４Ａおよび３４Ｂ、制御マイコン３８Ａならびに後述する電源
回路４０に一定の電圧値の電力を供給する定電圧レギュレータ４２Ａと、定電圧レギュレ
ータ４２Ａに接続され、定電圧レギュレータ４２Ａより供給される電力を所望の電圧電流
に変換して、ＬＮＡ２２Ａおよび２２Ｂ、バッファ増幅器４４Ａおよび４４Ｂならびに局
部発振器２６などに供給する電源回路４０とを含む。
【００５１】
図４を参照して、受信機の一例としてセットトップボックス８０について説明する。セッ
トトップボックス８０は、ＬＮＢ８の一方の出力ポートに入力ポート７１を介して接続さ
れ、出力ポートよりＩＦ信号を受信し、デジタル信号に変換するチューナー部７０と、チ
ューナー部７０に接続され、受信したデジタル信号を処理し、映像信号、音声信号および
受信状態などに関する情報（以下「受信信号情報」という）を出力するデジタル信号処理
部７６と、放送衛星およびチャンネルを選択するための選択信号を入力する入力部８２と
、デジタル信号処理部７６、入力部８２およびテレビジョン受像機またはパーソナルコン
ピュータなどの外部機器に接続され、入力部８２または外部機器より受信した選択信号に
基づいて、衛星および偏波信号を選択するためのコマンドデータを出力するとともに、外
部機器に選択信号や受信信号情報などのデジタル情報（ステータス信号）を供給するコン
トロール部７８と、電源部７４と、コントロール部７８および電源部７４に接続され、コ
ントロール部７８より出力されるコマンドデータに基づいて、８ビットのデジタルシリア
ルデータおよび直流ＤＣを電源部７４より出力させるデジタルシリアル信号発生部７２と
を含む。電源部７４より出力されたデジタルシリアル信号および直流ＤＣは、入力ポート
７１を介してＬＮＢの出力ポートに接続された同軸ケーブルに重畳され、ＬＮＢ８に伝達
される。
【００５２】
図３および図４を参照して、ＬＮＢ８およびセットトップボックス８０の動作について説
明する。
【００５３】
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図４を参照して、セットトップボックス８０の入力部８２より１１９°衛星の３チャンネ
ルの衛星放送信号を要求する選択信号が入力されたものとする。なお、奇数チャンネルの
衛星放送信号は、右旋偏波信号に重畳されているものとする。コントロール部７８は、１
１９°衛星の右旋偏波信号を選択するためのコマンドデータを出力する。デジタルシリア
ル信号発生部７２は、コマンドデータを受け、コマンドデータに基づき、電源部７４を駆
動して、デジタルシリアルデータおよび直流ＤＣを出力させる。
【００５４】
再度図３を参照して、デジタルシリアルデータおよび直流ＤＣは、出力ポートＢよりＬＮ
Ｂ８に供給される。一方、１１９°衛星から送信される左旋偏波信号および右旋偏波信号
はＬＮＡ２２Ａで低雑音増幅される。１１０°衛星から送信される左旋偏波信号および右
旋偏波信号は、ＬＮＡ２２Ｂで低雑音増幅される。ＬＮＡ２２Ａで低雑音増幅された左旋
偏波信号および右旋偏波信号は、ＢＰＦ２８Ａおよび２８Ｂでそれぞれフィルタ処理され
、イメージ信号が除去される。ＬＮＡ２２Ｂで低雑音増幅された左旋偏波信号および右旋
偏波信号は、ＢＰＦ２８Ｃおよび２８Ｄでそれぞれフィルタ処理され、イメージ信号が除
去される。
【００５５】
局部発振器２６で発生したローカルオシレータ信号はバッファ増幅器４４Ａおよび４４Ｂ
で増幅される。ミキサー３０Ａは、ＢＰＦ２８Ａの出力にバッファ増幅器４４Ａの出力を
混合し、ＩＦ信号を４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａに供給する。ミキサー３０Ｂは、ＢＰ
Ｆ２８Ｂの出力にバッファ増幅器４４Ａの出力を混合し、ＩＦ信号を４×２ＩＦスイッチ
ＩＣ３２Ａに供給する。ミキサー３０Ｃは、ＢＰＦ２８Ｃの出力にバッファ増幅器４４Ｂ
の出力を混合し、ＩＦ信号を４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａに供給する。ミキサー３０Ｄ
は、ＢＰＦ２８Ｄの出力にバッファ増幅器４４Ｂの出力を混合し、ＩＦ信号を４×２ＩＦ
スイッチＩＣ３２Ａに供給する。
【００５６】
制御マイコン３８Ａは、出力ポートＡおよびＢに接続された受信機よりデジタルシリアル
データをそれぞれ受信する。出力ポートＢには、セットトップボックス８０が接続されて
おり、制御マイコン３８Ａは、１１９°衛星を選択するためのデジタルシリアルデータを
受信する。このため、制御マイコン３８Ａは、出力ポートＢより受信したシリアルデータ
に従い、出力ポートＢに接続された４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａの出力ポートから１１
９°衛星より送信された衛星放送信号を出力させるための選択信号を４×２ＩＦスイッチ
ＩＣ３２Ａに供給する。
【００５７】
電圧比較器３６Ａは、出力ポートＡおよびＢに接続された受信機より直流ＤＣを受ける。
出力ポートＢには、セットトップボックス８０が接続されており、電圧比較器３６Ａは、
出力ポートＢより供給された直流ＤＣの電圧を所定のしきい値と比較し、出力ポートＢに
接続された出力ポートから右旋偏波信号を出力させるための選択信号を４×２ＩＦスイッ
チＩＣ３２Ａに供給する。これにより、１１９°衛星の右旋偏波信号が４×２ＩＦスイッ
チＩＣ３２Ａより出力され、ＩＦ増幅器３４Ｂで増幅された後、出力ポートＢより出力さ
れる。
【００５８】
再度図４を参照して、出力ポートＢに入力ポート７１を介して接続されたチューナー部７
０は、ＩＦ信号を受信し、デジタル信号に変換する。デジタル信号処理部７６は、チュー
ナー部７０で変換されたデジタル信号より映像信号、音声信号および受信信号情報を抽出
するとともに、映像信号および音声信号を外部機器に出力し、コントロール部７８に受信
信号情報を供給する。コントロール部７８は、デジタル信号処理部７６より受信した受信
信号情報および入力部８２より入力された選択信号に基づいて、現在受信している衛星放
送信号の衛星名やチャンネルなどの情報をステータス信号として外部機器に出力する。
【００５９】
外部機器としてパーソナルコンピュータが用いられている場合には、パーソナルコンピュ

10

20

30

40

50

(11) JP 3653215 B2 2005.5.25



ータ上で映像信号および音声信号の再生ができるとともに、選択信号やステータス信号に
基づき、衛星および偏波信号の選択や、受信状態などをコンピュータプログラムに従って
管理することができる。よって、視聴者がどの番組をどれだけの時間見たかという実績情
報などを取得することができる。また、視聴者が番組を見ていないときに、衛星からコン
ピュータプログラムのダウンロードをすることができる。このため、パーソナルコンピュ
ータのシステムのメンテナンスやサービスのグレードアップなどを行なうことができる。
【００６０】
上述のコンピュータプログラムによる管理は、各外部機器ごとに独立して行なうことがで
きる。
【００６１】
なお、上述のパーソナルコンピュータの機能をテレビジョン受像機やビデオテープレコー
ダなどに持たせることも可能である。また、セットトップボックス８０の機能自体を、パ
ーソナルコンピュータ、テレビジョン受像機やビデオテープレコーダなどに内蔵させるこ
とも可能である。
【００６２】
上述のようにＬＮＢ８を構成することにより、１つのＬＮＢ８に２つの受信機を接続させ
ることができる。また、２つの受信機は、独立して、衛星および偏波信号の選択を行なう
ことができる。このため、軌道位置の異なる衛星ごとに個別の衛星放送受信用アンテナを
設置する必要がなくなる。
【００６３】
また、衛星を選択するスイッチビットは４ビットよりなる。このため、最大１６（＝２ 4

）個の衛星を選択することが可能である。たとえば、４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａの代
わりに、６つの入力と２つの出力を有する６×２ＩＦスイッチＩＣを用い、図３と同様の
ＬＮＡ、ＢＰＦ、ミキサーおよびＩＦ増幅器などを追加することにより、３つの衛星から
の衛星放送信号を受信することができる。
【００６４】
また、衛星ごとに、局部発振器とミキサーとの間にバッファ増幅器を接続している。この
ため、ある衛星のＲＦ（ Radio Frequency）信号が他の衛星のＲＦ信号に漏洩することを
抑制することができ、異なる衛星間でのＲＦ信号のアイソレーションを良好なものにする
ことができる。
【００６５】
なお、ＢＰＦ２８Ａ～２８Ｄの代わりに、ＨＰＦ（ High Pass Filter）または除波器（ト
ラップ）を用いてもよい。
【００６６】
また、上述の実施の形態では、デジタルシリアルデータおよび直流ＤＣを用いて、衛星お
よび偏波信号の選択をそれぞれ行なったが、デジタルシリアルデータのみで、衛星および
偏波信号の選択を行なうようにしてもよい。
【００６７】
さらに、４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａの後段にＩＦ増幅器３４Ａおよび３４Ｂを設けた
が、４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａの前段にＩＦ増幅器を設け、４×２ＩＦスイッチＩＣ
３２Ａに入力される中間周波数信号をあらかじめ増幅するようにしてもよい。
【００６８】
［実施の形態２］
図５を参照して、実施の形態２に係るＬＮＢは、実施の形態１に係るＬＮＢ８に定電圧レ
ギュレータ４２Ｂおよび４２Ｃをさらに追加したものである。また、定電圧レギュレータ
４２Ａは、電源回路４０および制御マイコン３８Ａのみに電力を供給し、ＩＦ増幅器３４
Ａおよび３４Ｂには電力を供給しない。
【００６９】
定電圧レギュレータ４２Ｂは、出力ポートＡに接続され、電圧値のレギュレーションを行
なった後、ＩＦ増幅器３４Ａに電力を供給する。定電圧レギュレータ４２Ｃは、出力ポー
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トＢに接続され、電圧値のレギュレーションを行なった後、ＩＦ増幅器３４Ｂに電力を供
給する。
【００７０】
上述のようにＬＮＢを構成することにより、受信機が接続されているＩＦ増幅器のみに電
力を供給し、受信機が接続されていないＩＦ増幅器には電力を供給しないようにすること
ができる。このため、ＩＦ信号を増幅する必要がない場合にはＩＦ増幅器には電力が供給
されず、ＬＮＢの消費電力を削減することができる。
【００７１】
［実施の形態３］
図３または図５を参照して説明した実施の形態１または２に係るＬＮＢでは、ＬＮＢの各
部を駆動するための電力は、出力ポートＡおよびＢの双方から定電圧レギュレータ４２Ａ
に与えられる。一方、出力ポートＡおよびＢから定電圧レギュレータ４２Ａに与えられる
電力の電圧値には１８Ｖおよび１３Ｖの２種類がある。仮に、ＬＮＢの各部を駆動するた
めに必要な全電流が２００ｍＡであるとする。出力ポートＡおよびＢから定電圧レギュレ
ータ４２Ａに与えられる電圧が共に１８Ｖまたは共に１３Ｖの場合には、出力ポートＡお
よびＢから定電圧レギュレータ４２Ａに与えられる電流は等しく、１００ｍＡずつである
。しかし、出力ポートＡおよびＢの一方から与えられる電圧が１８Ｖであり、他方から与
えられる電圧が１３Ｖの場合には、電圧の高い出力ポートから全電流の２００ｍＡが与え
られることになる。
【００７２】
出力ポートＡまたはＢから供給されるデジタルシリアルデータは、１８Ｖまたは１３Ｖの
電圧値により論理を表現したものである。たとえば出力ポートＡからデジタルシリアルデ
ータが供給されると、電圧値が１８Ｖと１３Ｖとの間で数回にわたって変化する。すると
、出力ポートＡ、Ｂの一方から全電流が供給される状態と、出力ポートＡ、Ｂから等しい
電流が供給される状態との間で何回かの遷移が起こる。このため、出力ポートＡから与え
られる電流のみならず出力ポートＢから与えられる電流までもが変化してしまう。出力ポ
ートＢにおいては、出力ポートＢに接続された同軸ケーブルの存在によって、電圧降下が
生じ、出力ポートＢにおいて架空のデジタルシリアルデータが発生してしまう。このため
、ＬＮＢが誤動作をし、出力ポートＢに接続された受信機に偽の衛星放送信号が送信され
るという問題があった。特にこの現象は、出力ポートに接続される同軸ケーブルの抵抗値
が大きい場合や、ケーブルの長さが長い場合に顕著となる。
【００７３】
図６を参照して、実施の形態３に係るＬＮＢは、実施の形態２に係るＬＮＢにパワースイ
ッチ４５を追加し、制御マイコン３８Ａの代わりに制御マイコン３８Ｂを用いたものであ
る。パワースイッチ４５は２つの入力と１つの出力とを有し、２つの入力は出力ポートＡ
およびＢにそれぞれ接続され、１つの出力は定電圧レギュレータ４２Ａに接続されている
。パワースイッチ４５は、制御マイコン３８Ｂより出力される制御信号に従い、出力ポー
トＡおよびＢのいずれかより電力を受け、定電圧レギュレータ４２Ａに供給する。
【００７４】
制御マイコン３８Ｂは、出力ポートＡおよびＢに接続され、それぞれの出力ポートよりデ
ジタルシリアルデータを受け、デジタルシリアルデータのスイッチビットに従い、衛星の
選択信号を４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａに与える。それとともに、制御マイコン３８Ｂ
は、出力ポートＡより電力が供給されている場合には、出力ポートＡより供給される電力
をパワースイッチ４５より出力させるための制御信号をパワースイッチ４５に与える。制
御マイコン３８Ｂは、出力ポートＡより電力が供給されていない場合には、出力ポートＢ
より供給される電力をパワースイッチ４５より出力させるための制御信号をパワースイッ
チ４５に与える。
【００７５】
このような構成にすることにより、出力ポートＡに受信機が接続されている場合には、常
に出力ポートＡからＬＮＢを駆動するための電力が供給される。よって、出力ポートＡか
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ら供給される電流は常に一定となり、そのため出力ポートＢにおける電圧には変化は生じ
ず、ＬＮＢが誤動作をすることにより、出力ポートＢに接続された受信機に偽の衛星放送
信号が送信されるという問題は生じなくなる。このため、安定に、受信機を動作させるこ
とができる。
【００７６】
［実施の形態４］
図７を参照して、実施の形態４に係るＬＮＢは、１１９°衛星より送信される左旋偏波信
号および右旋偏波信号を受けるＬＮＡ２２Ａと、１１０°衛星より送信される左旋偏波信
号および右旋偏波信号を受けるＬＮＡ２２Ｂと、ＬＮＡ２２Ａに接続されたＢＰＦ２８Ａ
および２８Ｂと、ＬＮＡ２２Ｂに接続されたＢＰＦ２８Ｃおよび２８Ｄと、局部発振器２
６と、局部発振器２６に接続されたバッファ増幅器４４Ａおよび４４Ｂとを含む。
【００７７】
ＬＮＢはさらに、ＢＰＦ２８Ａおよびバッファ増幅器４４Ａに接続されたミキサー３０Ａ
と、ＢＰＦ２８Ｂおよびバッファ増幅器４４Ａに接続されたミキサー３０Ｂと、ＢＰＦ２
８Ｃおよびバッファ増幅器４４Ｂに接続されたミキサー３０Ｃと、ＢＰＦ２８Ｄおよびバ
ッファ増幅器４４Ｂに接続されたミキサー３０Ｄとを含む。
【００７８】
ＬＮＢはさらに、各々ミキサー３０Ａ～３０Ｄに接続され、後述する制御マイコン３８Ｃ
および電圧比較器３６Ｂの出力に従い、ミキサー３０Ａ～３０Ｄより出力されるＩＦ信号
を選択し、各々２つの出力ポートから出力する４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａおよび３２
Ｂと、４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａおよび３２Ｂの計４つの出力ポートに接続されたＩ
Ｆ増幅器３４Ｃと、ＩＦ増幅器３４の出力に接続された低周波ノイズカットのためのキャ
パシタ３５Ａ～３５Ｄとを含む。
【００７９】
キャパシタ３５Ａ～３５Ｄには、それぞれＩＦ信号の出力ポートＡ～Ｄが接続されており
、出力ポートＡ～Ｄの先には、受信機が接続されている。
【００８０】
また、４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａおよび３２Ｂの計４つの出力ポートより出力される
ＩＦ信号は、同じ種類のＩＦ信号であってもよいし、異なる種類のＩＦ信号であってもよ
い。
【００８１】
ＬＮＢはさらに、出力ポートＡ～Ｄに接続され、それぞれの出力ポートよりデジタルシリ
アルデータを受け、デジタルシリアルデータのスイッチビットに従い、衛星の選択信号を
４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａおよび３２Ｂに与える制御マイコン３８Ｃと、出力ポート
Ａ～Ｄに接続され、それぞれの出力ポートより直流ＤＣを受け、所定のしきい値と比較す
ることにより、偏波信号の選択信号を４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａおよび３２Ｂに与え
る電圧比較器３６Ｂと、出力ポートＡ～Ｄに接続された定電圧レギュレータ４２Ａと、定
電圧レギュレータ４２Ａに接続された電源回路４０とを含む。
【００８２】
上述のように、４×２ＩＦスイッチＩＣを２つ用いて４×４ＩＦスイッチＩＣの代わりと
することにより、実施の形態１に係るＬＮＢと共通の部品を用いて４つの出力ポートを有
するＬＮＢを提供することができる。
【００８３】
また、４×２ＩＦスイッチＩＣを順次増加させることにより、ＬＮＢの出力ポートの数を
６つ、８つと順次増加させることができる。
【００８４】
また、４×２ＩＦスイッチＩＣの代わりに実施の形態１で説明した６×２ＩＦスイッチＩ
Ｃを用い、６×２ＩＦスイッチＩＣのスイッチを２個、４個と増加させることにより、出
力ポートの数を４つ、６つと増加させた３つの衛星からの衛星放送信号を受信することが
できるＬＮＢを提供することができる。
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【００８５】
［実施の形態５］
図１０を参照して、実施の形態５に係るＬＮＢは、図３を参照して説明した実施の形態１
に係るＬＮＢ８において４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａの代わりに、スイッチ部９０Ａを
用い、制御マイコン３８Ａの代わりに制御マイコン３８Ｄを用いたものである。
【００８６】
スイッチ部９０Ａは、ミキサー３０Ａおよび３０Ｂの出力を入力とし、制御マイコン３８
Ｄより出力されるポート選択信号および電圧比較器３６Ａより出力される偏波信号の選択
信号に従い、２つの出力を決定する２×２ＩＦスイッチＩＣ９２Ａと、ミキサー３０Ｃお
よび３０Ｄの出力を入力とし、制御マイコン３８Ｄより出力されるポート選択信号および
電圧比較器３６Ａより出力される偏波信号の選択信号に従い、２つの出力を決定する２×
２ＩＦスイッチＩＣ９２Ｂとを含む。
【００８７】
２×２ＩＦスイッチＩＣ９２Ａの第１出力（図中上側の出力）および２×２ＩＦスイッチ
ＩＣ９２Ｂの第１出力（図中上側の出力）は、ポートＡに対する偏波信号の選択信号に従
った出力を行なう。２×２ＩＦスイッチＩＣ９２Ａの第２出力（図中下側の出力）および
２×２ＩＦスイッチＩＣ９２Ｂの第２出力（図中下側の出力）は、ポートＢに対する偏波
信号の選択信号に従った出力を行なう。
【００８８】
スイッチ部９０Ａは、さらに、２×２ＩＦスイッチＩＣ９２Ａの第１出力および２×２Ｉ
ＦスイッチＩＣ９２Ｂの第１出力を入力として受け、制御マイコン３８Ｄより出力される
ポートＡに関連する衛星の選択信号により一方の入力をＩＦ増幅器３４Ａに導くスイッチ
９４Ａと、２×２ＩＦスイッチＩＣ９２Ａの第２出力および２×２ＩＦスイッチＩＣ９２
Ｂの第２出力を入力として受け、制御マイコン３８Ｄより出力されるポートＢに関連する
衛星の選択信号により一方の入力をＩＦ増幅器３４Ｂに導くスイッチ９４Ｂとを含む。
【００８９】
たとえば、ポートＡに接続された受信機より１１９度衛星の左旋偏波信号が選択された場
合には、制御マイコン３８Ｄは、２×２ＩＦスイッチＩＣ９２Ａおよび９２Ｂに、ポート
Ａのポート選択信号を供給する。また、電圧比較器３６Ａは、２×２ＩＦスイッチＩＣ９
２Ａおよび９２Ｂに左旋偏波信号の選択信号を供給する。すると、２×２ＩＦスイッチＩ
Ｃ９２Ａの第１出力より１１９度衛星の左旋偏波信号が出力される。また、２×２ＩＦス
イッチＩＣ９２Ｂの第１出力より１１０度衛星の左旋偏波信号が出力される。スイッチ９
４Ａは、制御マイコン３８Ｄから出力される偏波信号の衛星の選択信号を受け、２×２Ｉ
ＦスイッチＩＣ９２Ａの出力（１１９度衛星の左旋偏波信号）をＩＦ増幅器３４Ａに導く
。
【００９０】
ポートＢに接続された受信機からの衛星および偏波信号の選択に対しても同様の動作が行
なわれる。このため、その詳細な説明はここでは繰返さない。
【００９１】
以上説明したスイッチ９４Ａおよび９４Ｂは、トランジスタ、ダイオード、キャパシタ、
抵抗等の回路部品の集合体であってもよいし、ＩＣであってもよいし、またはリレー等の
機械的スイッチであってもよい。
【００９２】
上述のようにＬＮＢを構成することにより、１つのＬＮＢに２つの受信機を接続させるこ
とができる。また、２つの受信機は、独立して、衛星および偏波信号の選択を行なうこと
ができる。このため、軌道位置の異なる衛星ごとに個別の衛星放送受信用アンテナを設置
する必要がなくなる。
【００９３】
［実施の形態６］
図１１を参照して、実施の形態６に係るＬＮＢは、図５を参照して説明した実施の形態２
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に係るＬＮＢにおいて４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａの代わりに、スイッチ部９０Ａを用
い、制御マイコン３８Ａの代わりに制御マイコン３８Ｄを用いたものである。
【００９４】
スイッチ部９０Ａの構成および動作は、実施の形態５に示したものと同様である。このた
め、その詳細な説明はここでは繰返さない。制御マイコン３８Ｄの動作は、実施の形態５
に示したものと同様である。このため、その詳細な説明はここでは繰返さない。
【００９５】
定電圧レギュレータ４２Ａは、電源回路４０および制御マイコン３８Ｄのみに電力を供給
し、ＩＦ増幅器３４Ａおよび３４Ｂには電力を供給しない。
【００９６】
定電圧レギュレータ４２Ｂは、出力ポートＡに接続され、電圧値のレギュレーションを行
なった後、ＩＦ増幅器３４Ａに電力を供給する。定電圧レギュレータ４２Ｃは、出力ポー
トＢに接続され、電圧値のレギュレーションを行なった後、ＩＦ増幅器３４Ｂに電力を供
給する。
【００９７】
上述のようにＬＮＢを構成することにより、受信機が接続されているＩＦ増幅器のみに電
力を供給し、受信機が接続されていないＩＦ増幅器には電力を供給しないようにすること
ができる。このため、ＩＦ信号を増幅する必要がない場合にはＩＦ増幅器には電力が供給
されず、ＬＮＢの消費電力を削減することができる。
【００９８】
［実施の形態７］
図１２を参照して、実施の形態７に係るＬＮＢは、図６を参照して説明した実施の形態３
に係るＬＮＢにおいて４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａの代わりに、スイッチ部９０Ａを用
い、制御マイコン３８Ｂの代わりに、制御マイコン３８Ｅを用いたものである。
【００９９】
スイッチ部９０Ａの構成および動作は、実施の形態５で説明したのと同様である。このた
めその詳細な説明はここでは繰返さない。
【０１００】
制御マイコン３８Ｅは、出力ポートＡおよびＢに接続され、それぞれの出力ポートよりデ
ジタルシリアルデータを受け、デジタルシリアルデータのスイッチビットに従い、スイッ
チ部９０Ａ内部の２×２ＩＦスイッチＩＣ９２Ａおよび９２Ｂ（図１０）のポートの選択
信号と、衛星の選択信号とをスイッチ部９０Ａに与える。それとともに、制御マイコン３
８Ｅは、出力ポートＡより電力が供給されている場合には、出力ポートＡより供給される
電力をパワースイッチ４５より出力させるための制御信号をパワースイッチ４５に与える
。制御マイコン３８Ｅは、出力ポートＡより電力が供給されていない場合には、出力ポー
トＢより供給される電力をパワースイッチ４５より出力させるための制御信号をパワース
イッチ４５に与える。
【０１０１】
このような構成にすることにより、出力ポートＡに受信機が接続されている場合には、常
に出力ポートＡからＬＮＢを駆動するための電力が供給される。よって、出力ポートＡか
ら供給される電流は常に一定となり、そのため出力ポートＢにおける電圧には変化は生じ
ず、ＬＮＢが誤動作をすることにより、出力ポートＢに接続された受信機に偽の衛星放送
信号が送信されるという問題は生じなくなる。このため、安定に、受信機を動作させるこ
とができる。
【０１０２】
［実施の形態８］
図１３を参照して、実施の形態８に係るＬＮＢは、図７を参照して説明した実施の形態４
に係るＬＮＢにおいて、４×２ＩＦスイッチＩＣ３２Ａおよび３２Ｂの代わりに、それぞ
れスイッチ部９０Ａおよび９０Ｂを用い、制御マイコン３８Ｃの代わりに制御マイコン３
８Ｆを用いたものである。
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【０１０３】
制御マイコン３８Ｆは、スイッチ部９０Ａおよび９０Ｂに、２×２ＩＦスイッチＩＣ９２
Ａおよび９２Ｂ（図１０）のポートの選択信号と、衛星の選択信号とを与える。
【０１０４】
上述のようにスイッチ部を２つ用いて４×４ＩＦスイッチＩＣの代わりとすることにより
、実施の形態５に係るＬＮＢと共通の部品を用いて４つの出力ポートを有するＬＮＢを提
供することができる。
【０１０５】
［実施の形態９］
図１１を参照して説明した実施の形態６に係るＬＮＢでは、実施の形態３でも説明したよ
うに、出力ポートＡまたは出力ポートＢにおいて、架空のデジタルシリアルデータが発生
してしまうという問題を同様に抱えている。
【０１０６】
図１４は、図１１のＬＮＢにおけるポートＡおよびＢからＬＮＢの主要回路へ電圧供給を
行なうための回路図である。
【０１０７】
図１４を参照して、当該回路は、一方がポートＡに接続され他方が接地された抵抗Ｒ１と
、一方がポートＡに接続された抵抗Ｒ２と、一方が抵抗Ｒ２の他方に接続され他方が接地
されたキャパシタＣ１と、一方が抵抗Ｒ２の他方に接続され他方が接地されたキャパシタ
Ｃ２と、一方が抵抗Ｒ２の他方に接続された定電圧レギュレータ４２Ｂと、一方が定電圧
レギュレータ４２ＢおよびＩＦ増幅器３４Ａの経路上に接続され他方が接地されたキャパ
シタＣ３とを含む。
【０１０８】
当該回路は、さらに、エミッタが抵抗Ｒ２の他方に接続されたトランジスタＱ６４とトラ
ンジスタＱ６４のコレクタに接続されたダイオードＤ１と、一方がトランジスタＱ６４の
ベースに接続された抵抗Ｒ３と、抵抗Ｒ３の他方に接続されたデジタルトランジスタＱ６
３と、デジタルトランジスタＱ６３に接続されたデジタルトランジスタＱ６１と、一方が
抵抗Ｒ２の他方に接続され他方がデジタルトランジスタＱ６３およびＱ６１を結ぶ経路上
に接続された抵抗Ｒ６と、一方がデジタルトランジスタＱ６１に接続され他方が接地され
た抵抗Ｒ９とを含む。
【０１０９】
当該回路は、さらに、一方がポートＢに接続され他方が接地された抵抗Ｒ１１と、一方が
ポートＢに接続された抵抗Ｒ１２と、一方がデジタルトランジスタＱ６１に接続され他方
が抵抗Ｒ１２の他方に接続された抵抗Ｒ１０と、エミッタが抵抗Ｒ１２の他方に接続され
たトランジスタＱ６２と、一方がトランジスタＱ６２のベースに接続され他方が接地され
た抵抗Ｒ１３と、一方がトランジスタＱ６２のコレクタに接続され他方が定電圧レギュレ
ータ４２Ａに接続されたダイオードＤ２と、一方がダイオードＤ２の出力に接続され他方
が接地されたキャパシタＣ４と、一方がダイオードＤ１の出力およびＤ２の出力に接続さ
れ他方が接地されたキャパシタＣ５と、一方がダイオードＤ１の出力およびＤ２の出力に
接続された定電圧レギュレータ４２Ａと、定電圧レギュレータ４２Ａおよび電源回路４０
を結ぶ経路上に一方が接続され他方が接地されたキャパシタＣ６とを含む。
【０１１０】
当該回路は、さらに、一方が抵抗Ｒ１２の他方に接続され他方が接地されたキャパシタＣ
７と、一方が抵抗Ｒ１２の他方に接続され他方が接地されたキャパシタＣ８と、抵抗Ｒ１
２の他方に接続された定電圧レギュレータ４２Ｃと、定電圧レギュレータ４２ＣおよびＩ
Ｆ増幅器３４Ｂを結ぶ経路上に一方が接続され他方が接地されたキャパシタＣ９とを含む
。
【０１１１】
デジタルトランジスタＱ６３は、コレクタが抵抗Ｒ３の他方に接続されエミッタが接地さ
れたトランジスタＴ１と、一方がトランジスタＴ１のベースに接続され他方が接地された

10

20

30

40

50

(17) JP 3653215 B2 2005.5.25



抵抗Ｒ４と、一方がトランジスタＴ１のベースに接続され他方が抵抗Ｒ６に接続された抵
抗Ｒ５とを含む。
【０１１２】
デジタルトランジスタＱ６１は、コレクタが抵抗Ｒ５の他方に接続されエミッタが接地さ
れたトランジスタＴ２と、一方がトランジスタＴ２のベースに接続され他方が接地された
抵抗Ｒ７と、一方がトランジスタＴ２のベースに接続され他方が抵抗Ｒ１０の一方に接続
された抵抗Ｒ８とを含む。
【０１１３】
ＬＮＢの各部を駆動するための電力は、出力ポートＡおよびＢの双方から定電圧レギュレ
ータ４２Ａに与えられる。一方、出力ポートＡおよびＢから定電圧レギュレータ４２Ａに
与えられる電力の電圧値には１８Ｖおよび１３Ｖの２種類がある。仮に、ＬＮＢの各部を
駆動するために必要な全電流が２００ｍＡであるとする。出力ポートＡおよびＢから定電
圧レギュレータ４２Ａに与えられる電圧が共に１８Ｖまたは共に１３Ｖの場合には、出力
ポートＡおよびＢから定電圧レギュレータ４２Ａに与えられる電流は等しく、１００ｍＡ
ずつである。しかし、出力ポートＡおよびＢの一方から与えられる電圧が１８Ｖであり、
他方から与えられる電圧が１３Ｖの場合には、電圧の高い出力ポートから全電流の２００
ｍＡが与えられることになる。
【０１１４】
出力ポートＡまたはＢから供給されるデジタルシリアルデータは、１８Ｖまたは１３Ｖの
電圧値により論理を表現したものである。たとえば出力ポートＡからデジタルシリアルデ
ータが供給されると、電圧値が１８Ｖと１３Ｖとの間で数回にわたって変化する。すると
、出力ポートＡ、Ｂの一方から全電流が供給される状態と、出力ポートＡ、Ｂから等しい
電流が供給される状態との間で何回かの遷移が起こる。このため、出力ポートＡから与え
られる電流のみならず出力ポートＢから与えられる電流までもが変化してしまう。出力ポ
ートＢにおいては、出力ポートＢに接続された同軸ケーブルの存在によって、電圧降下が
生じ、出力ポートＢにおいて架空のデジタルシリアルデータが発生してしまう。このため
、ＬＮＢが誤動作をし、出力ポートＢに接続された受信機に偽の衛星放送信号が送信され
るという問題があった。特にこの現象は、出力ポートに接続される同軸ケーブルの抵抗値
が大きい場合や、ケーブルの長さが長い場合に顕著となる。
【０１１５】
本実施の形態によるＬＮＢは、図１２を参照して説明した、実施の形態７に係るＬＮＢと
同様の構成を有する。このため、その詳細な説明はここでは繰返さない。
【０１１６】
図１５は、図１２のＬＮＢにおけるポートＡおよびポートＢからＬＮＢの主要回路へ電圧
供給を行なうための回路図であり、主にパワースイッチ４５の構成を示している。
【０１１７】
図１５を参照して、当該回路は、一方がポートＡに接続され他方が接地された抵抗Ｒ１と
、一方がポートＡに接続された抵抗Ｒ２と、一方が抵抗Ｒ２の他方に接続され他方が接地
されたキャパシタＣ１と、一方が抵抗Ｒ２の他方に接続され他方が接地されたキャパシタ
Ｃ２と、抵抗Ｒ２の他方に接続された定電圧レギュレータ４２Ｂと、定電圧レギュレータ
４２ＢおよびＩＦ増幅器３４Ａを結ぶ経路上に一方が接続され他方が接地されたキャパシ
タＣ３とを含む。
【０１１８】
当該回路は、さらに、エミッタが抵抗Ｒ２の他方に接続されたトランジスタＱ４３と、一
方が抵抗Ｒ２の他方に接続され他方がトランジスタＱ４３のベースに接続された抵抗Ｒ２
３と、一方がトランジスタＱ４３のベースに接続された抵抗Ｒ３と、一方が抵抗Ｒ３の他
方に接続され他方が接地されたキャパシタＣ１０と、トランジスタＱ４３のコレクタに接
続されたダイオードＤ１と、一方が８ボルトの電圧の電流が供給されるポートＡに接続さ
れた抵抗Ｒ１７と、一方が抵抗Ｒ１７の他方に接続され他方が接地された抵抗Ｒ１８と、
８ボルト電圧が供給されるポートＡに接続されかつ抵抗Ｒ１８の一方の電位をプラス端子
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に受けるコンパレータＩＣ４１と、一方が８ボルト電圧を供給するポートＡに接続され他
方がコンパレータＩＣ４１の出力に接続された抵抗Ｒ１４と、抵抗Ｒ３の他方およびコン
パレータＩＣ４１の出力に接続されたデジタルトランジスタＱ４２とを含む。
【０１１９】
当該回路は、さらに、一方がコンパレータＩＣ４１のマイナス端子に接続され他方が接地
されたキャパシタＣ１１と、一方がコンパレータＩＣ４１のマイナス端子に接続され他方
が接地された抵抗Ｒ１９と、一方がポートＢに接続され他方が接地されたＲ１１と、一方
がポートＢに接続された抵抗Ｒ１２と、一方がコンパレータＩＣ４１のマイナス端子に接
続された抵抗Ｒ２０と、一方が抵抗Ｒ１２の他方に接続された抵抗Ｒ２１と、エミッタが
抵抗Ｒ２０の他方に接続されかつベースが抵抗Ｒ２１の他方に接続されたトランジスタＱ
４１と、トランジスタＱ４１のコレクタに接続されたダイオードＤ２と、一方がダイオー
ドＤ２の出力に接続され他方が接地されたキャパシタＣ４と、一方がダイオードＤ１の出
力およびダイオードＤ２の出力に接続され他方が接地されたキャパシタＣ５と、一方がダ
イオードＤ１の出力およびダイオードＤ２の出力に接続された定電圧レギュレータ４２Ａ
と、定電圧レギュレータ４２Ａおよび電源回路４０を結ぶ経路上に一方が接続され他方が
接地されたキャパシタＣ６とを含む。
【０１２０】
当該回路は、さらに、一方がトランジスタＱ４１のベースに接続され他方が接地された抵
抗Ｒ２２と、一方がトランジスタＱ４１のエミッタに接続され他方が接地されたキャパシ
タＣ７と、一方がトランジスタＱ４１のエミッタに接続され他方が接地されたキャパシタ
Ｃ８と、一方がトランジスタＱ４１のエミッタに接続された定電圧レギュレータ４２Ｃと
、定電圧レギュレータ４２Ｃおよび増幅器３４Ｂを結ぶ経路上に一方が接続され他方が接
地されたキャパシタＣ９とを含む。
【０１２１】
デジタルトランジスタＱ４２は、コレクタが抵抗Ｒ３の他方に接続されかつエミッタが接
地されたトランジスタＴ３と、一方がトランジスタＴ３のベースに接続され他方が接地さ
れた抵抗Ｒ１６と、一方がトランジスタＴ３のベースに接続され他方がコンパレータＩＣ
４１の出力に接続された抵抗Ｒ１５とを含む。
【０１２２】
図１５に示した回路の動作原理について説明する。
（１）ポートＢに受信機が接続されている場合には、ポートＢから供給される電圧は１３
Ｖまたは１８Ｖの２種類である。このため、コンパレータＩＣ４１の出力は常にＬｏｗレ
ベルとなる。コンパレータＩＣ４１の出力がＬｏｗレベルとなると、デジタルトランジス
タＱ４２およびトランジスタＱ４３の出力もＬｏｗレベルとなる。このため、定電圧レギ
ュレータ４２ＡにはポートＢからの電圧が供給される。この場合、ポートＡが使用されて
いてもポートＡから定電圧レギュレータ４２Ａへ電圧が供給されることはない。
【０１２３】
（２）ポートＢに受信機が接続されておらずオープンの場合、コンパレータＩＣ４１の出
力がＨｉｇｈレベルとなる。コンパレータＩＣ４１の出力がＨｉｇｈレベルとなると、デ
ジタルトランジスタＱ４２およびトランジスタＱ４３の出力もＨｉｇｈレベルとなる。こ
のため、ポートＡから定電圧レギュレータ４２Ａへ電圧供給が行なわれる。
【０１２４】
このように、ポートＡまたはポートＢの電圧に変化が生じた場合であっても、必ず一方の
ポートから電圧が供給される。このため、各ポートで消費される電流が変化することがな
い。よって、ＬＮＢが誤動作をすることにより、出力ポートに接続された受信機に偽の衛
星放送信号が送信されるという問題は生じなくなる。このため、安定に、受信機を動作さ
せることができる。
【０１２５】
［実施の形態１０］
図１６を参照して、実施の形態１０に係るＬＮＢは、１１９°衛星より送信される左旋偏
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波信号および右旋偏波信号受け、それぞれの偏波信号を低雑音増幅するＬＮＡ２２Ａと、
１１０°衛星より送信される左旋偏波信号および右旋偏波信号受け、それぞれの偏波信号
を低雑音増幅するＬＮＡ２２Ｂと、ＬＮＡ２２Ａに接続され、低雑音増幅された左旋偏波
信号および右旋偏波信号よりそれぞれイメージ信号を除去するＢＰＦ２８Ａおよび２８Ｂ
と、ＬＮＡ２２Ｂに接続され、低雑音増幅された左旋偏波信号および右旋偏波信号よりそ
れぞれイメージ信号を除去するＢＰＦ２８Ｃおよび２８Ｄと、１１．２５ＧＨｚの正弦波
信号（ローカルオシレータ信号）を発生する局部発振器２６と、局部発振器２６に接続さ
れたバッファ増幅器４４Ａおよび４４Ｂとを含む。
【０１２６】
ＬＮＢはさらに、ＢＰＦ２８Ａおよびバッファ増幅器４４Ａに接続され、ＢＰＦ２８Ａの
出力にバッファ増幅器４４Ａの出力を混合し、ＩＦ信号を出力するミキサー３０Ａと、Ｂ
ＰＦ２８Ｂおよびバッファ増幅器４４Ａに接続され、ＢＰＦ２８Ｂの出力にバッファ増幅
器４４Ａの出力を混合し、ＩＦ信号を出力するミキサー３０Ｂと、ＢＰＦ２８Ｃおよびバ
ッファ増幅器４４Ｂに接続され、ＢＰＦ２８Ｃの出力にバッファ増幅器４４Ｂの出力を混
合し、ＩＦ信号を出力するミキサー３０Ｃと、ＢＰＦ２８Ｄおよびバッファ増幅器４４Ｂ
に接続され、ＢＰＦ２８Ｄの出力にバッファ増幅器４４Ｂの出力を混合し、ＩＦ信号を出
力するミキサー３０Ｄとを含む。
【０１２７】
ＬＮＢはさらに、ミキサー３０Ａ～３０Ｄに接続され、後述する制御マイコン３８Ｇおよ
び電圧比較器３６Ｃの出力に従い、ミキサー３０Ａ～３０Ｄより出力されるＩＦ信号を選
択し、３つの出力ポートから出力するスイッチ部１００と、スイッチ部１００の３つの出
力ポートにそれぞれ接続されたＩＦ増幅器３４Ａ～３４Ｃと、ＩＦ増幅器３４Ａ～３４Ｃ
の出力にそれぞれ接続された低周波ノイズカットのためのキャパシタ３５Ａ～３５Ｃとを
含む。
【０１２８】
キャパシタ３５Ａ～３５Ｃには、それぞれＩＦ信号の出力ポートＡ～Ｃが接続されており
、出力ポートＡ～Ｃの先には、受信機がそれぞれ接続されている。
【０１２９】
スイッチ部１００の３つの出力ポートより出力されるＩＦ信号は、同じ種類のＩＦ信号で
あってもよいし、異なる種類のＩＦ信号であってもよい。スイッチ部１００は、４×３Ｉ
ＦスイッチＩＣと同様の動作を行なう。
【０１３０】
ＬＮＢはさらに、出力ポートＡ～Ｃに接続され、それぞれの出力ポートに接続された受信
機よりデジタルシリアルデータを受け、デジタルシリアルデータのスイッチビットに従い
、衛星の選択信号をスイッチ部１００に与える制御マイコン３８Ｇと、出力ポートＡ～Ｃ
に接続され、それぞれの出力ポートより直流ＤＣを受け、所定のしきい値と比較すること
により、偏波信号の選択信号をスイッチ部１００に与える電圧比較器３６Ｃとを含む。
【０１３１】
ＬＮＢはさらに、ポートＡに接続され、電圧値のレギュレーションを行ない、ＩＦ増幅器
３４Ａに一定の電圧値の電力を供給する定電圧レギュレータ４２Ｂと、ポートＢに接続さ
れ、電圧値のレギュレーションを行ない、ＩＦ増幅器３４Ｂに一定の電圧値の電力を供給
する定電圧レギュレータ４２Ｃと、ポートＣに接続され、電圧値のレギュレーションを行
ない、ＩＦ増幅器３４Ｃに一定の電圧値の電力を供給する定電圧レギュレータ４２Ｄとを
含む。
【０１３２】
ＬＮＢはさらに、制御マイコン３８Ｇより出力される制御信号に従い、出力ポートＡ～Ｃ
のいずれかより電力を受け、出力するパワースイッチ１０２と、パワースイッチ１０２の
出力に接続され、電圧値のレギュレーションを行ない、制御マイコン３８Ｇならびに後述
する電源回路４０に一定の電圧値の電力を供給する定電圧レギュレータ４２Ａと、定電圧
レギュレータ４２Ａに接続され、定電圧レギュレータ４２Ａより供給される電力を所望の
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電圧電流に変換して、ＬＮＡ２２Ａおよび２２Ｂ、バッファ増幅器４４Ａおよび４４Ｂな
らびに局部発振器２６などに供給する電源回路４０とを含む。
【０１３３】
図１７は、図１６のＬＮＢにおけるポートＡ～ＣからＬＮＢの主要回路へ電圧供給を行な
うための回路図であり、主にパワースイッチ１０２の構成を示している。
【０１３４】
図１７を参照して、当該回路は、一方がポートＡに接続され他方が接地された抵抗Ｒ１と
、一方がポートＡに接続された抵抗Ｒ２と、一方が抵抗Ｒ２の他方に接続され他方が接地
されたキャパシタＣ１と、一方が抵抗Ｒ２の他方に接続され他方が接地されたキャパシタ
Ｃ２と、抵抗Ｒ２の他方に接続された定電圧レギュレータ４２Ｂと、定電圧レギュレータ
４２ＢおよびＩＦ増幅器３４Ａとを結ぶ経路上に一方が接続され他方が接地されたキャパ
シタＣ３とを含む。
【０１３５】
当該回路は、さらに、エミッタが抵抗Ｒ２の他方に接続されたトランジスタＱ５５と、一
方が抵抗Ｒ２の他方に接続され他方がトランジスタＱ５５のベースに接続された抵抗Ｒ２
３と、トランジスタＱ５５のコレクタに接続されたダイオードＤ１と、一方がトランジス
タＱ５５のベースに接続された抵抗Ｒ３と、一方が抵抗Ｒ３の他方に接続され他方が接地
されたキャパシタＣ１０と、コレクタが抵抗Ｒ３の他方に接続されかつエミッタが接地さ
れたトランジスタＱ５４と、一方がトランジスタＱ５４のベースに接続され他方が接地さ
れた抵抗Ｒ１６とを含む。
【０１３６】
当該回路は、さらに、一方が８ボルト電圧を供給するポートＡに接続された抵抗Ｒ１７と
、一方が抵抗Ｒ１７の他方に接続され他方が接地された抵抗Ｒ１８と、８ボルト電圧を供
給するポートＡに接続され抵抗Ｒ１７の他方がプラス端子に接続されたコンパレータＩＣ
５３と、一方が８ボルト電圧を供給するポートＡに接続された抵抗Ｒ１４と、一方が８ボ
ルト電圧を供給するポートＡに接続された抵抗Ｒ２５と、一方が抵抗Ｒ２５の他方に接続
され他方が接地された抵抗Ｒ２６と、８ボルト電圧を供給するポートＡに接続され抵抗Ｒ
２５の他方がプラス端子に接続されたコンパレータＩＣ５２と、一方がコンパレータＩＣ
５２のマイナス端子に接続され他方が接地されたキャパシタＣ１２と、一方がコンパレー
タＩＣ５２のマイナス端子に接続され他方が接地された抵抗Ｒ２７と、一方が８ボルト電
圧を供給するポートＡに接続され他方がコンパレータＩＣ５２の出力に接続された抵抗Ｒ
２４と、コンパレータＩＣ５３およびＩＣ５２の出力を入力として受ける２入力ＡＮＤ回
路ＩＣ５４と、一方がＡＮＤ回路ＩＣ５４の出力に接続され他方がトランジスタＱ５４の
ベースに接続された抵抗Ｒ１５とを含む。
【０１３７】
当該回路は、さらに、一方がポートＢに接続され他方が接地された抵抗Ｒ１１と、一方が
ポートＢに接続された抵抗Ｒ１２と、一方がコンパレータＩＣ５２のマイナス端子に接続
され他方が抵抗Ｒ１２の他方に接続された抵抗Ｒ２８と、一方が抵抗Ｒ１２の他方に接続
され他方が接地されたキャパシタＣ４と、一方が抵抗Ｒ１２の他方に接続され他方が接地
されたキャパシタＣ５と、抵抗Ｒ１２の他方に接続された定電圧レギュレータ４２Ｃと、
定電圧レギュレータ４２ＣおよびＩＦ増幅器３４Ｂを結ぶ経路上に一方が接続され他方が
接地されたキャパシタＣ６とを含む。
【０１３８】
当該回路は、さらに、エミッタが抵抗Ｒ１２の他方に接続されたトランジスタＱ５３と、
トランジスタＱ５３のコレクタに接続され出力がダイオードＤ１の出力と接続されている
ダイオードＤ２と、一方が抵抗Ｒ１２の他方に接続され他方がトランジスタＱ５３のベー
スに接続されている抵抗Ｒ２１と、一方がトランジスタＱ５３のベースに接続された抵抗
Ｒ２２と、一方が抵抗Ｒ２２の他方に接続され他方が接地されたキャパシタＣ１３と、コ
レクタが抵抗Ｒ２２の他方に接続されかつエミッタが接地されているトランジスタＱ５２
と、一方がトランジスタＱ５２のベースに接続され他方が接地されている抵抗Ｒ２９とを
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含む。
【０１３９】
当該回路は、さらに、一方が８ボルト電圧を供給するポートＢに接続された抵抗Ｒ３１と
、一方が抵抗Ｒ３１の他方に接続され他方が接地された抵抗Ｒ３２と、８ボルト電圧を供
給するポートＢに接続され抵抗Ｒ３１の他方がプラス端子に接続されたコンパレータＩＣ
５１と、一方が８ボルト電圧を供給するポートＢに接続され他方がコンパレータＩＣ５１
の出力に接続された抵抗Ｒ３９と、一方がコンパレータＩＣ５１の出力に接続され他方が
トランジスタＱ５２のベースに接続された抵抗Ｒ３０と、一方がコンパレータＩＣ５１の
マイナス端子に接続され他方が接地されたキャパシタＣ１４と、一方がコンパレータＩＣ
５１のマイナス端子に接続され他方が接地された抵抗Ｒ３３とを含む。
【０１４０】
当該回路は、さらに、一方がポートＣに接続され他方が接地された抵抗Ｒ３５と、一方が
ポートＣに接続された抵抗Ｒ３６と、一方がコンパレータＩＣ５１のマイナス端子に接続
され他方が抵抗Ｒ３６の他方に接続された抵抗Ｒ３４と、一方が抵抗Ｒ３４の他方に接続
され他方が接地されたキャパシタＣ１５と一方が抵抗Ｒ３４の他方に接続され他方が接地
されたキャパシタＣ１６と、一方が抵抗Ｒ３４の他方に接続された定電圧レギュレータ４
２Ｄと、定電圧レギュレータ４２ＤおよびＩＦ増幅器３４Ｃとを結ぶ一方が接続され他方
が接地されたキャパシタＣ１７とを含む。
【０１４１】
当該回路は、さらに、エミッタが抵抗Ｒ３４の他方に接続されたトランジスタＱ５１と、
一方がトランジスタＱ５１のエミッタに接続され他方がトランジスタＱ５１のベースに接
続された抵抗Ｒ３７と、一方がトランジスタＱ５１のベースに接続され他方が接地された
抵抗Ｒ３８と、トランジスタＱ５１のコレクタに接続されたダイオードＤ３と、一方がダ
イオードＤ３の出力に接続され他方が接地されたキャパシタＣ４と、一方がダイオードＤ
３の出力に接続され他方が接地されたキャパシタＣ５と、ダイオードＧ３の出力に接続さ
れた定電圧レギュレータ４２Ａと、定電圧レギュレータ４２Ａおよび電源回路４０とを結
ぶ経路上に一方が接続され他方が接地されたキャパシタＣ６とを含む。
【０１４２】
図１７に示した回路の動作原理について説明する。
（１）ポートＣから電圧が供給されている場合には、ポートＡおよびポートＢの電圧レベ
ルに関係なく、コンパレータＩＣ５１およびコンパレータＩＣ５３の出力はＬｏｗレベル
となる。このため、２入力ＡＮＤ回路ＩＣ５４の出力もＬｏｗレベルとなる。よって、定
電圧レギュレータ４２ＡへはポートＣから常に電圧供給が行なわれる。
【０１４３】
（２）ポートＣがオープンで、かつポートＢから電圧が供給されている場合には、ポート
Ａの電圧レベルに関係なく、コンパレータＩＣ５２の出力はＬｏｗレベルとなる。このた
め、２入力ＡＮＤ回路ＩＣ５４の出力もＬｏｗレベルとなり、トランジスタＱ５４および
Ｑ５５は動作しない。一方、コンパレータＩＣ５１の出力はＨｉｇｈレベルとなり、トラ
ンジスタＱ５２およびＱ５３が動作する。このため、定電圧レギュレータ４２Ａへはポー
トＢから常に電圧供給が行なわれる。
【０１４４】
（３）ポートＢおよびポートＣがともにオープンの場合には、コンパレータＩＣ５２およ
びＩＣ５３の出力がともにＨｉｇｈレベルとなり、２入力ＡＮＤ回路ＩＣ５４の出力がＨ
ｉｇｈレベルとなる。このため、ポートＡから電圧が供給されていれば、トランジスタＱ
５４およびＱ５５が動作し、定電圧レギュレータ４２ＡへポートＡから電圧供給が行なわ
れる。
【０１４５】
（４）ポートＡ～Ｃのすべてがオープンの場合には、定電圧レギュレータ４２Ａへの電圧
供給は行なわれず、ＬＮＢの各回路は動作しない。
【０１４６】
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このように、ポートＡ～Ｃのいずれかの電圧に変化が生じた場合であっても、必ず一定の
ポートから電圧が供給される。このため、各ポートで消費される電流が変化することがな
い。よって、ＬＮＢが誤動作をすることにより、出力ポートに接続された受信機に偽の衛
星放送信号が送信されるという問題は生じなくなる。このため、安定に、受信機を動作さ
せることができる。
【０１４７】
今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えられ
るべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され、
特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図される
。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の形態１に係る衛星放送受信システムの構成を説明するための図
である。
【図２】　本発明の実施の形態１に係る衛星放送受信システムの構成を説明するための図
である。
【図３】　本発明の実施の形態１に係るＬＮＢの構成を示す図である。
【図４】　本発明の実施の形態１に係るセットトップボックスの構成を示す図である。
【図５】　本発明の実施の形態２に係るＬＮＢの構成を示す図である。
【図６】　本発明の実施の形態３に係るＬＮＢの構成を示す図である。
【図７】　本発明の実施の形態４に係るＬＮＢの構成を示す図である。
【図８】　従来の衛星放送受信システムの構成を説明するための図である。
【図９】　従来のＬＮＢの構成を示す図である。
【図１０】　本発明の実施の形態５に係るＬＮＢの構成を示す図である。
【図１１】　本発明の実施の形態６に係るＬＮＢの構成を示す図である。
【図１２】　本発明の実施の形態７に係るＬＮＢの構成を示す図である。
【図１３】　本発明の実施の形態８に係るＬＮＢの構成を示す図である。
【図１４】　図１１のＬＮＢにおけるポートＡおよびＢからＬＮＢの主要回路へ電圧供給
を行なうための回路図である。
【図１５】　図１２のＬＮＢにおけるポートＡおよびポートＢからＬＮＢの主要回路へ電
圧供給を行なうための回路図である。
【図１６】　本発明の実施の形態１０に係るＬＮＢの構成を示す図である。
【図１７】　図１６のＬＮＢにおけるポートＡ～ＣからＬＮＢの主要回路へ電圧供給を行
なうための回路図である。
【符号の説明】
６　反射板、８，６４　ＬＮＢ、１０，１２，６０　テレビジョン受像機、２２Ａ，２２
Ｂ，６２　ＬＮＡ、２６　局部発振器、２８Ａ～２８Ｄ，６４　ＢＰＦ、３０Ａ～３０Ｄ
　ミキサー、３２Ａ，３２Ｂ　４×２ＩＦスイッチＩＣ、３４Ａ～３４Ｃ　ＩＦ増幅器、
３５Ａ～３５Ｄ　キャパシタ、３６Ａ～３６Ｂ　電圧比較器、３８Ａ～３８Ｃ　制御マイ
コン、４０，６８　電源回路、４２Ａ～４２Ｃ　定電圧レギュレータ、４４Ａ，４４Ｂ　
バッファ増幅器、４５　パワースイッチ、５８　ＬＮＢ、６３Ａ～６３Ｅ　半導体増幅素
子、６６　ＩＦ増幅器、７０　チューナー部、７１　入力ポート、７２　デジタルシリア
ル信号発生部、７４　電源部、７６　デジタル信号処理部、７８　コントロール部、８０
　セットトップボックス、８２　入力部。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(26) JP 3653215 B2 2005.5.25



【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】
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